
新
た
な
枠
組
み
で
展
開
さ
れ
る
市
議
選

の
予
想
で
は
、
現
職
２
７
名
、
元
市
議
１

名
、
新
人
７
人
が
挑
戦
す
る
先
行
き
不
透

明
な
戦
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
激
戦
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

議
員
定
数
が
２
８

名
で
す
の
で
、
７
名

が
涙
を
呑
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。
旧
日
田

郡
か
ら
１
２
名
出
馬

の
予
定
で
あ
り
、
旧

日
田
市
選
出
の
現
職
組
の
苦
戦
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
特
に
、
現
職
組
は
２
期
目
の
挑

戦
が
多
く
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
に
対
す
る
根
強
い
不
信
感

や
不
満
が
あ
る
こ
と
で
支
持
・
支
援
す
る

構
図
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
が
求
め
る
議
員
像
も
変

わ
り
つ
つ
あ
り
、
地
域
限
定
で
は
な
く
、

も
っ
と
全
市
を
見
渡
し
、
将
来
を
考
え
る

議
員
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
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ふ
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印刷所カワハラ
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３１５－４

℡２２－１２４１

医
療
費
助
成
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大

日
頃
か
ら
、
す
が
た
敏
幸
君
に
対

し
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
後
援
会
活
動
の
一
環

と
し
て
会
員
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
後
援
会
に
加
入
い
た
だ
き
、
皆

様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
東
有
田
地
区
振
興

協
議
会
を
始
め
、
池
辺

町
、
東
有
田
地
区
全
自

治
会
や
各
ス
ポ
ー
ツ
団

体
か
ら
推
薦
を
い
た
だ

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
暖
か
い

ご
支
援
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
後
援

会
と
共
に
、
本
人
の
す
が
た
敏
幸
君
も

日
夜
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

「
初
心
を
忘
れ
ず
・
一
人
ひ
と
り
の

声
を
市
政
に
反
映
し
ま
す
。
届
け
ま
す
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
全
力
で
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

このたびの統一地方選挙において、すがた敏幸君に対し、

下記の方々より推薦状を頂いております。皆様からのご推

薦を無駄にしないように日夜頑張っております。今後とも、

よろしくお願い致します。（平成１９年３月３１日現在）

★東有田地区振興協議会 ★池辺町自治会

★松野町自治会 ★諸留町自治会

★上諸留町自治会 ★月出町自治会

★羽田町自治会 ★日の本町自治会

★岩美町自治会 ★東羽田町自治会

★日田市陸上競技協会

★日田市ソフトテニス協会

★日田市バドミントン協会

★日田玖珠九重マスターズ陸上競技協会

★全日本歌謡連盟日田支部

すがた敏幸とは・・・

３
月
定
例
市
議
会
が
２
月
２
７
日
か

ら
３
月
２
２
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
に
は
、
新
年
度
予
算
な

ど
５
６
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

慎
重
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
中
に
は
、
副
市
長
の
定

数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
、
市
民
文
化

会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

代
表
質
問
７
人
、
一
般
質
問
に
１
５

名
が
行
い
、
市
長
の
政
治
姿
勢
や
市
政

全
般
に
つ
い
て

活
発
な
論
議
が

３
日
間
続
き
ま

し
た
。

な
お
、
大
石

市
長
が
４
選
出

馬
表
明
も
代
表

質
問
の
中
で
あ

り
ま
し
た
。

○昭和２２年（１９４７年）8月5日生まれ ５９歳

○最終学歴 県立日田林工高等学校 機械科1期生卒業

○職歴 日田市役所に奉職 17年間（3年間臨時職員）

○市議会議員経歴 昭和58年4月 初当選 ６期連続当選

○現在の議員役職

※会派政友会代表 ※教育民生委員会

※議会運営委員会※総合文化施設建設特別委員会

※総合計画審議会 ※中心市街地活性化推進委員会

※放置自動車廃物判定委員会 ※行政改革推進委員会

※葬斎場指定管理者選考委員会 以上の委員会に所属

※日田市老人保健福祉計画策定委員会 委員長

※日田市地域包括支援センター運営協議会 副会長

○現在のその他の役職

※大分県バドミントン協会 副会長（現職）

※日田市バドミントン協会 会長（現職）

※日田市陸上競技協会 顧問（現職）

※日田市ソフトテニス協会 顧問（現職）

※日田玖珠九重マスターズ陸上競技協会（顧問）

※全日本歌謡連盟日田支部顧問（現職）

す
が
た
敏
幸
後
援
会
長
挨
拶

推薦・支援を頂いている団体名
池辺町自治会始め９町内からも・・

大
激
戦
の
市
議
選
予
想

３
月
定
例
市
議
会
終
わ
る
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市民相談室 開設中
菅田議員は市民相談室を開設しています。市政に対しての

要望・疑問・意見など。 また、個人的な相談、悩み、結婚

問題なども気軽に相談下さい。

秘密厳守で相談を受けます。

☆自宅電話 0973-22-4577

☆自宅ＦＡＸ 050-7546-1882

☆携帯電話 090－8222－6560

☆携帯メール hitafuji@ezweb.ne.jp

☆パソコンEメールも開設しています｡

hitafuji@sea.plala.or.jp

☆菅田敏幸ホームページを開設中
http://www.hitafuji.com/

☆菅田敏幸携帯電話ホームページを開設中

http://www.just.st/302966/

１９年度主要事業
☆市民文化会館建設事業費・・・ １，７４１，７２６千円

☆市民文化会館開館記念事業・・・・・ ４９，３７６千円

☆市民文化会館管理運営事業・・・・ ８８，７９７千円

☆国民体育大会推進事業・・・・・・・ ９０，２０１千円

☆まちづくり活動助成事業・・・・・・ ３，０３５千円

☆筑後川フェスティバル実行委員会負担金・・ ６００千円

☆地域情報基盤整備事業・・・・・ ２５２，７４６千円

☆市営駅北第２駐車場設置事業・・・ ２３０，１９５千円

☆後期高齢者医療制度システム改修事業 ４３，３１３千円

☆総合保健福祉センタープール改修事業・ ７，５００千円

☆チャイルドプラザ事業（駅前）・・ １０，６１８千円

☆ドクターヘリ派遣要請事業・・・・・ １，５００千円

☆バイオマス資源化センター管理費・・ ７７，５００千円

☆清掃センター管理費・・・・・・ ３３１，８６８千円

☆環境衛生センター管理費・・・・・・１１１，１３５千円

☆児童医療費助成事業（小学６年生まで）７０，４７２千円

☆県営ほ場整備事業（求来里・小野地区）５３，７５０千円

☆地方道改修事業（１３路線）・・・ ７２０，０００千円

☆市道上町通り線無電柱化事業・・・ ４００，０００千円

☆中央公園整備事業（市民会館跡地） １７０，０００千円

☆天瀬温泉まちづくり事業・・・・・ １８０，０００千円

☆光岡駅南公園整備事業・・・・・・ ５，５００千円

☆五馬中学校校舎新増改築事業・・・ ２７７，０８０千円

☆三隈中学校校舎新増改築事業・・・ ７３０，７４８千円

☆三隈中学校体育館建設実施設計等事業 １５，５００千円

☆咸宜公民館建設事業（備品購入費含）１０５，３５０千円

☆小野公民館建設実施設計等事業・・・ ３，３７９千円

☆地区公民館運営委託事業（２０館）・１４０，００１千円

☆朝日ヶ丘球場整備事業（防護マット） ２０，８００千円

☆陸上競技場公認更新事業・・・・ ２２，０５９千円

☆竹田取水施設改築事業（水道事業） ２５６，０７０千円

☆公共下水道建設事業・・・・ １，１４８，４８３千円

平成１９年度一般会計 当初予算総額

３５，６９２，４１０千円

３月７日の代表質問で、すがた敏幸議員が質問しました。

その内容は次のとおりです。

①施政方針について

※市長の政治姿勢について

※市民の声を聞く施政運営について

※大石市長の３期目の総括と公約進捗状況について

②効率的な行政運営について

※職員定数管理、職員の意識改革について

③テレビ放送のデジタル化とケーブルテレビについて

※市民がどのテレビ局を視聴しているのか

※情報通信網について

④教育行政について

※レイマンコントロール制度について

※小中学校の統廃合関係について

※スポーツ大会誘致について

※スポーツ施設の整備について（宿泊施設・駐車場）

※咸宜園と広瀬淡窓について

４月１日付けで市役所の機構改革があり、社会福祉課にあ

る子育て支援係が『こども未来室』となり、子供に対する施

策に関し『室』として充実・強化が図られた。

すがた議員の代表質問内容

新年度から子育て世帯の経済的

負担を軽減するため、児童医療費

の助成対象をこれまでの未就学児

から小学６年生まで拡大すること

になりました。

全額補助となっている未就学児に対し、新制度による小

学生への支援は一定額（五百円）以上の医療費を支払った

場合に補助する仕組みが中心で、県内で初の取り組みとな

りました。

対象は入・通院した小学一年から六年までの児童で、補

助は一カ月四回までの通院にかかる医療費と同十四日まで

の入院費について１回５００円の負担をし、それ以上につ

いては市が助成するものです。

市は昨年、中長期的な子育ての支援について「ひたし子

ども育成支援行動計画」を策定し、その際、就学児童の保

護者の約８０％が何らかの医療費軽減を求めていることが

分かり、制度導入を決めたようです。

小学生は４２００人を見込んでおり、一般会計当初予算

に新規事業として約７千万円を計上しました。助成を受け

る市民は、医療機関に自己負担分を支払った後、市こども

未来室に提出することになります。

対象を広げたことで、小学生以下

の子供達を持つ親達から歓迎され

ております。詳しくは広報ひた４

月１日号に記載されています。

小学生６年まで医療費助成が
拡大される！！

こども未来室が設置される


